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「
家
」
と
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
b
三
一
七
貢
の
「
開
弦
弓
の
家
族
構
成
」

の
表
で
も
'
中
文
表
記
で
は
す
べ
て
「
家
庭
」
に
統
l
さ
れ
て
い
る
。

「
族
」
の
字
を
使
用
す
る
の
は
'
「
宏
」
も
し
-
は
「
家
庭
」
を
宗
族
関

係
に
お
け
る
統
合
様
態
を
意
識
し
た
場
合
に
の
み
へ
　
つ
ま
り
族
権
を
意
識

す
る
際
に
生
じ
て
-
る
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
訳

書
の
用
語
法
で
は
'
費
孝
通
が
「
家
庭
」
と
「
家
族
」
と
を
厳
密
に
使
い

分
け
て
い
る
意
味
を
生
か
し
き
れ
な
い
。
し
か
も
へ
　
「
族
」
の
論
理
は
'

今
日
で
も
財
産
相
続
問
題
で
生
き
て
い
る
。
お
そ
ら
-
'
社
会
史
を
意
識

し
て
「
い
え
」
と
表
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
法
規
範
を
も
つ
言
語
か

ら
遊
離
さ
せ
る
の
は
本
意
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
.

R
.
D
.
A
r
k
u
s
h
,
"
F
e
i
 
X
i
a
o
t
o
n
g
 
a
n
d
 
S
o
c
i
o
l
o
g
y
 
i
n
 
R
e
v
o
-

l
u
t
i
o
n
a
r
y
 
C
h
i
n
a
"
,
H
a
r
v
a
r
d
 
U
n
i
v
.
P
r
e
s
s
.
1
9
8
1
.
の
巻
末
に
あ

る
費
孝
通
の
詳
細
な
著
作
目
録
を
'
邦
訳
書
に
も
重
要
文
献
だ
け
で
も
収

録
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
第
二
の
注
文
で
あ
る
。

本
書
の
刊
行
を
機
に
'
中
国
農
村
の
時
間
軸
に
そ
っ
た
研
究
が
一
段
と

盛
ん
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
拙
い
短
評
を
と
じ
る
。

(
研
文
出
版
へ
　
1
九
八
五
年
1
二
月
'
三
四
八
頁
、
二
五
〇
〇
円
)

青
山
吉
信
・
木
村
尚
三
郎
・
平
城
摺
介
編

『
西
欧
前
近
代
の
意
識
と
行
動
』
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十
年
前
わ
が
国
で
歴
史
学
の
対
象
と
し
て
人
々
の
意
識
や
行
動
様
式
を

追
求
す
る
こ
と
は
い
ま
だ
蹄
で
あ
っ
た
b
本
書
は
、
一
九
七
六
年
「
仕
界

諸
文
明
の
1
類
型
と
し
て
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
民
族
の
生
活
・
社
会
・
文

化
の
根
幹
を
形
成
し
て
き
た
人
々
の
意
識
や
思
考
ま
た
行
動
様
式
の
特
異

性
を
'
心
性
・
宗
教
・
社
会
制
度
等
の
各
局
面
に
つ
い
て
へ
　
そ
れ
ら
の
基

底
の
形
成
さ
れ
た
中
世
に
滞
っ
て
比
較
史
的
に
検
討
す
る
」
(
は
し
が
き
)

目
的
で
組
織
さ
れ
た
西
洋
生
活
意
識
研
究
会
1
三
名
の
研
究
成
果
で
あ

る
。本

書
は
三
部
か
ら
成
る
。
ま
ず
各
論
文
内
容
を
紹
介
す
る
。
序
論
の
木

村
尚
三
郎
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
基
層
文
化
-
中
世
人
の
生
活
意
識
を
め
ぐ
っ

て
-
」
は
'
一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
の
低
成
長
経
済
下
で
'
過
去
を
進

歩
発
展
の
1
つ
づ
き
の
過
程
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
の
で
は
な
-
、
過
去

人
の
知
恵
と
体
験
へ
多
彩
な
生
を
掘
り
起
し
'
こ
れ
を
学
び
生
か
す
こ
と

の
重
要
性
を
説
-
。
進
歩
と
発
展
を
信
じ
た
高
度
成
長
期
に
は
'
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
農
村
・
都
市
・
キ
-
ス
ト
教
・
大
学
の
出
発
点
を
大
躍
進
期
で
あ

る
十
二
」
十
三
位
紀
に
求
め
た
。
し
か
し
買
在
へ
視
点
は
中
世
末
の
十
四

・
十
五
世
紀
に
向
か
う
。
今
日
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
心
情
'
生
活
意

識
、
キ
-
ス
ト
教
的
心
情
の
内
実
へ
家
族
中
心
の
日
常
生
活
へ
衣
食
住
留

意
の
生
活
文
化
、
死
を
意
識
し
た
生
き
方
、
近
代
的
時
間
観
念
は
'
い
ず

れ
も
こ
の
時
に
形
造
ら
れ
た
と
主
張
す
る
。
さ
て
'
こ
う
し
た
見
方
に
対

し
て
第
一
部
執
筆
者
は
ど
う
答
え
る
か
。
躍
進
期
の
時
代
精
神
は
今
日
ま

で
継
承
さ
れ
て
い
る
の
か
。
も
っ
と
も
高
成
長
期
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、

そ
れ
に
続
-
低
成
長
期
の
特
徴
が
よ
り
鮮
明
に
感
知
さ
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。第

一
部
四
論
文
は
'
中
位
キ
-
ス
ト
教
を
中
心
に
奇
蹟
・
伝
説
・
教
区
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・
十
字
軍
を
論
じ
る
。
青
山
吉
信
「
偽
作
と
伝
説
-
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
-
伝

説
形
成
の
一
側
面
-
」
は
'
『
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
-
修
道
院
古
史
』
と
原
著

者
マ
-
ム
ズ
ベ
-
の
ウ
ィ
-
ア
ム
　
(
」
S
)
の
他
作
品
と
の
威
密
な
比
較

分
析
に
基
づ
き
'
「
聖
ダ
ン
ス
タ
ン
の
聖
退
物
の
移
送
・
再
発
見
説
話
」

が
原
作
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
明
示
。
執
筆
以
前
の
同
説
話
の
成
立

に
も
か
か
わ
ら
ず
t
 
W
M
は
沈
黙
を
守
り
'
修
道
士
た
ち
担
道
の
「
説

話
」
を
「
歴
史
」
化
し
な
か
っ
た
。
作
ら
れ
た
伝
説
を
矛
盾
な
-
受
け
入

・
れ
た
中
位
人
の
心
的
特
性
を
窺
い
'
危
機
に
直
面
し
権
威
高
揚
と
巡
礼
誘

因
の
た
め
聖
遺
物
獲
得
や
伝
説
作
り
に
狂
奔
し
た
修
道
士
団
の
「
註
文
」

に
応
じ
た
「
職
業
的
」
著
作
家
の
存
在
を
思
う
と
き
t
 
W
M
の
歴
史
家
と

し
て
の
批
判
的
精
神
が
一
層
光
る
。

朝
倉
文
市
「
小
教
区
の
成
立
-
サ
ク
ソ
ン
末
期
の
小
教
区
教
会
に
つ
い

て
-
」
は
'
十
1
・
十
二
位
紀
小
数
区
制
の
形
成
過
程
を
諸
国
王
法
典
・

T
h
e
 
D
o
m
e
s
d
a
y
 
M
o
n
a
c
h
o
r
u
m
の
詳
細
な
検
討
を
通
し
て
描
-
。
オ

ー
ル
ド
-
、
、
、
ン
ス
タ
ー
か
ら
小
教
区
教
会
へ
の
「
ゆ
る
や
か
で
殆
ん
ど
痕

跡
を
残
し
て
い
な
い
」
移
行
ゆ
え
の
研
究
上
の
困
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

創
設
者
や
十
分
の
一
税
と
の
関
連
で
小
教
区
教
会
を
位
置
づ
げ
、
私
有
教

会
的
性
格
や
主
任
司
祭
の
生
活
を
解
明
.
で
は
、
教
会
に
対
す
る
教
区
民

の
意
識
は
ど
う
か
。
教
会
税
や
謝
礼
を
要
求
し
た
教
会
は
'
同
時
に
貧
者

に
は
気
前
よ
く
施
物
を
与
え
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
。

八
塚
春
児
「
第
一
回
十
字
軍
と
教
皇
-
教
会
統
一
問
題
を
中
心
に
-
」

は
、
ウ
ル
パ
ン
二
位
の
意
図
を
め
ぐ
り
年
代
記
や
教
皇
書
簡
を
分
析
、
第

一
回
十
字
軍
と
東
西
両
教
会
統
1
問
題
と
の
関
連
を
論
じ
る
.
グ
レ
ゴ
-

ウ
ス
七
世
以
後
の
教
皇
の
東
方
政
策
へ
.
さ
ら
に
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
・
神
聖
ロ

-
マ
皇
帝
・
対
立
教
皇
と
の
関
係
の
う
ち
に
ウ
ル
バ
ヌ
ス
の
立
場
を
説
得

的
に
位
置
づ
け
た
。
実
現
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
'
ウ
ル
バ
ヌ
ス
自
ら
渡

航
す
る
意
向
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
は
'
評
者
に
今
日
の
教
皇
の
積
極
外
交

を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

渡
達
昌
美
「
奇
蹟
と
幻
想
」
は
'
年
代
記
・
奇
蹟
録
・
軍
旗
録
・
聖
者

伝
等
の
中
也
史
料
中
の
「
聖
者
の
夢
」
　
「
王
者
の
夢
」
と
い
っ
た
幻
想
の

記
録
を
検
討
、
ま
た
奇
蹟
と
の
異
同
を
論
ず
る
。
虚
像
に
取
り
圀
ま
れ
て

い
る
点
で
は
環
代
も
変
り
な
い
が
へ
そ
れ
へ
の
対
応
が
違
う
.
と
し
な
が

ら
ヽ
中
世
人
に
と
っ
て
の
意
味
を
採
る
。
さ
ら
に
奇
蹟
譚
類
型
の
検
討
か

ら
民
衆
信
仰
の
理
解
を
図
る
。
奇
蹟
の
日
常
的
な
頻
発
を
確
認
'
奇
蹟
の

自
然
発
生
は
な
く
発
賀
者
と
被
験
者
の
積
極
的
働
き
か
け
が
不
可
欠
、
と

の
指
摘
が
注
目
さ
れ
る
。
豊
富
な
事
例
は
い
ず
れ
も
興
味
深
い
。

琴
一
部
四
論
文
は
'
宮
廷
・
都
市
を
中
心
に
生
活
眉
境
の
形
成
や
生
活

・
文
化
の
諸
相
を
描
-
。
里
見
元
一
郎
「
宮
廷
文
明
の
系
譜
-
S
・
イ
ェ

イ
ガ
I
の
近
著
の
紹
介
を
か
ね
て
1
」
は
'
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
で
の
タ
ル
ト

ワ
ジ
ー
成
立
の
底
流
に
お
け
る
オ
ッ
ト
ー
・
ザ
-
エ
ル
朝
ド
イ
ツ
宮
廷
文

明
の
存
在
を
指
摘
'
そ
の
内
容
を
明
示
。
宮
廷
作
法
手
引
書
'
宮
廷
人
司

教
の
役
割
'
そ
し
て
教
会
改
革
運
動
と
共
に
始
ま
る
反
宮
廷
論
を
論
じ

る
。
宮
廷
人
司
教
の
学
識
・
徳
行
・
作
法
と
共
に
'
容
姿
の
美
し
さ
重
視

は
興
味
深
い
。
王
の
目
に
と
ま
っ
た
ば
か
り
か
'
民
衆
も
そ
れ
を
望
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
か
。

瀬
原
義
生
「
中
世
末
期
ド
イ
ツ
市
民
の
歴
史
意
識
1
都
市
年
代
記
を
通

し
て
み
た
-
」
は
'
十
四
世
紀
後
半
成
立
の
ド
イ
ツ
都
市
年
代
記
分
析
に

基
づ
き
、
市
且
の
国
家
・
政
治
観
'
社
会
意
識
、
歴
史
意
識
を
凍
る
。
7
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ウ
グ
ス
プ
ル
ク
年
代
記
に
み
た
都
市
自
治
を
脅
か
す
諸
侯
不
信
を
示
す
政

治
意
輿
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
年
代
記
の
都
市
1
r
帝
国
」
の
主
体
と
す
る

国
家
観
'
ま
た
退
去
・
司
在
・
未
来
を
持
続
す
る
現
在
の
立
場
で
書
く
年

代
記
作
者
の
時
間
観
念
を
解
明
。
年
代
記
者
ツ
ィ
ン
ク
の
執
筆
基
礎
と
な

っ
た
旅
行
体
験
と
見
開
、
彼
の
生
活
の
紹
介
は
非
常
に
具
体
的
o

頴
田
豊
之
「
都
市
環
境
の
特
色
-
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
上
下
水
道
の
背
景
-

は
、
ロ
ン
ド
ン
・
パ
-
・
ウ
ィ
ー
ン
・
バ
ル
ブ
ル
ク
を
中
心
に
中
位
か
ら

環
代
に
至
る
都
市
民
の
飲
用
水
獲
得
の
歴
史
を
描
く
。
都
市
独
自
の
事
情

と
絡
め
て
'
水
車
・
蒸
気
機
関
に
よ
る
揚
水
技
術
'
導
水
事
業
'
コ
レ
ラ

流
行
と
病
原
細
菌
学
'
暖
水
砂
措
過
技
術
な
ど
各
時
代
の
対
応
を
論
じ

る
。
今
日
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
表
水
を
敬
遠
し
泉
水
・
地
下
水
に
執
着
す
る

態
度
は
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。
浄
水
技
術
不
在
で
蒸
気
械
関
だ
け
が
独
走
し

た
時
代
の
集
中
給
水
の
恐
怖
は
深
刻
す
ぎ
た
'
と
の
指
摘
が
印
象
深
い
。

志
垣
嘉
夫
「
女
と
男
の
情
景
-
裁
判
史
料
抄
の
瞥
見
か
ら
-
」
は
、
十

八
世
紀
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
北
部
の
裁
判
史
料
中
の
妊
娠
申
告
書
を
分
析
'
当

時
の
民
衆
世
界
、
特
に
人
間
関
係
の
根
幹
た
る
男
女
関
係
を
い
き
い
き
と

描
写
。
「
子
は
私
生
児
の
、
母
は
未
婚
の
母
の
熔
印
を
押
さ
れ
て
、
共
同

体
か
ら
排
除
さ
れ
へ
流
浪
の
生
活
」
を
強
い
ら
れ
た
時
代
に
、
妊
娠
申
告

は
男
の
横
暴
か
ら
女
を
保
護
す
る
法
手
続
と
し
て
機
能
し
た
。
申
告
も
で

き
ず
新
生
児
を
殺
す
女
の
悲
劇
'
聖
職
者
と
の
男
女
関
係
'
裁
判
管
轄
問

題
を
論
ず
る
が
'
個
々
の
ケ
ー
ス
の
詳
細
な
紹
介
は
名
も
な
い
女
た
ち
の

生
き
た
証
し
を
再
現
す
る
の
に
十
分
。

第
四
部
四
論
文
は
'
家
・
城
・
軍
隊
と
国
制
・
社
会
生
活
と
の
関
連
を

追
求
す
る
o
平
城
照
介
「
戦
士
か
ら
軍
隊
へ
-
フ
ラ
ン
ク
時
代
の
軍
制
に

関
す
る
覚
え
書
き
-
」
は
,
H
・
ダ
ン
ネ
ン
バ
ウ
ア
I
と
T
h
・
マ
イ
ア
I

の
見
解
を
中
心
に
'
カ
ロ
-
ン
グ
軍
制
と
の
関
連
で
「
国
王
自
由
人
」
学

説
を
再
検
討
す
る
。
ま
ず
同
学
説
の
理
論
的
枠
組
み
を
明
快
に
整
理
、
マ

イ
ア
I
の
「
完
全
自
由
人
」
は
軍
役
義
務
を
負
わ
な
い
存
在
で
あ
り
え
た

の
か
へ
と
問
う
。
次
に
「
古
典
学
説
」
の
根
拠
と
な
っ
た
カ
ロ
-
ン
グ
勅

令
を
比
較
的
新
し
く
成
立
し
た
仝
自
由
人
の
軍
役
義
務
原
則
の
具
体
的
表

現
と
想
定
'
対
外
戦
争
へ
の
従
軍
梶
を
も
つ
ゲ
ル
マ
ン
戦
士
か
ら
軍
隊
王

権
下
で
の
全
自
由
人
の
軍
役
義
務
化
の
過
程
を
解
明
。
ダ
ン
ネ
ン
パ
ウ
ア

I
の
「
豪
族
支
配
体
制
」
の
連
続
性
概
念
に
劣
ら
ず
'
氏
の
軍
制
移
行
説

も
極
め
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
。

木
津
隆
司
「
西
欧
中
世
の
<
家
>
<
家
族
>
の
研
究
の
現
状
と
問
題
点

-
」
は
、
西
欧
中
性
の
家
族
が
そ
の
家
産
を
中
心
に
弛
緩
1
緊
密
状
態
1

夫
婦
中
心
の
家
族
へ
と
凝
集
し
て
い
く
傾
向
を
、
進
化
の
時
代
差
・
地
域

差
を
踏
ま
え
て
考
察
、
最
近
西
欧
で
の
研
究
状
況
の
中
に
氏
の
研
究
を
総

括
的
に
位
置
づ
け
た
。
カ
ロ
-
ン
グ
貴
族
の
親
族
組
織
と
統
治
機
構
の
適

応
的
関
係
'
血
縁
関
係
の
弛
浮
か
ら
緊
密
状
態
へ
の
移
行
期
(
脅
か
さ
れ

た
貴
族
1
門
の
防
衛
意
識
の
高
揚
期
)
と
系
譜
伝
や
年
代
記
等
歴
史
文
学

の
開
花
期
と
の
対
応
が
注
目
さ
れ
る
。

井
上
泰
男
「
中
世
フ
ラ
ン
ス
の
城
と
集
落
」
は
'
十
一
～
十
三
世
紀
社

会
を
特
色
づ
け
る
城
主
支
配
の
基
礎
に
あ
る
村
や
都
市
な
ど
集
落
の
形
成

過
程
を
、
べ
-
イ
と
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
両
地
方
を
中
心
に
個
別
具
体
的
に

跡
づ
け
た
。
集
住
の
二
極
と
し
て
の
教
会
と
城
の
役
割
、
自
生
的
植
民
集

落
の
形
成
へ
城
外
郭
地
の
重
要
性
な
ど
地
方
の
特
徴
を
、
王
権
退
出
と
い

っ
た
大
き
な
時
代
背
景
の
中
で
構
造
的
に
叙
述
。
多
数
の
地
図
・
都
市
プ

135 (585)



ラ
ン
が
有
益
。
ま
た
「
武
装
さ
れ
た
教
会
」
の
存
在
が
印
象
深
い
。

阪
口
修
平
「
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
王
政
期
の
軍
隊
と
社
会
」
は
、
絶
対
王

政
形
成
に
重
要
な
意
義
を
有
し
た
常
備
軍
を
と
り
あ
げ
'
軍
隊
と
農
民
へ

軍
隊
と
貴
族
へ
軍
隊
と
都
市
民
の
関
係
を
'
軍
隊
側
と
農
民
・
貴
族
・
都

市
民
側
の
双
方
か
ら
考
察
、
そ
の
全
体
的
構
図
を
描
-
。
カ
ン
ト
ン
制
度

・
将
校
田
・
駐
屯
都
市
の
分
析
に
み
ら
れ
る
ご
と
-
軍
隊
に
と
っ
て
農
民

・
貴
族
・
都
市
民
は
必
要
不
可
欠
の
構
成
要
素
を
な
し
'
他
方
'
軍
隊
は

登
録
制
度
貴
族
の
将
校
化
・
都
市
経
済
へ
の
影
響
等
を
通
じ
て
、
彼
ら
の

社
会
生
活
を
直
接
に
規
制
し
て
い
っ
た
こ
と
を
解
明
。
「
社
会
の
軍
事
化

の
諸
相
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
簡
潔
に
説
明
し
て
い
る
。

以
上
が
各
論
文
の
紹
介
で
あ
る
が
'
本
書
を
通
読
し
て
抱
-
の
は
、

「
あ
と
が
き
」
に
い
う
「
研
究
の
対
象
嶺
域
自
体
の
拡
大
」
と
「
研
究
視

角
の
内
容
的
深
化
」
と
を
通
じ
て
「
歴
史
の
全
体
的
把
垣
へ
の
途
を
切
り

開
く
」
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
、
と
い
う
印
象
で
あ
る
。
し
か
も
紹
介
さ

れ
た
個
別
事
例
は
い
ず
れ
も
興
味
深
く
読
め
る
が
'
同
時
に
ア
カ
ナ
,
、
、
ッ

ク
な
レ
ベ
ル
を
は
ず
れ
る
こ
と
は
な
い
。

(
刀
水
書
房
'
一
九
八
六
年
二
月
'
四
二
六
頁
　
五
八
〇
〇
円
)

杉
山
忠
平
編

『
自
由
貿
易
と
保
護
主
義
』

-
そ
の
歴
史
的
展
望
-
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戦
後
の
経
済
学
史
研
究
は
理
論
や
思
想
の
分
野
を
中
心
に
多
-
の
優
れ

た
成
果
を
生
み
出
し
た
が
'
同
時
に
そ
れ
ら
の
個
別
研
究
が
精
級
化
さ
れ

て
ゆ
く
中
で
'
昭
和
三
〇
年
に
本
書
の
著
者
の
一
人
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ

た
「
経
済
史
研
究
に
お
け
る
学
史
的
接
近
」
と
い
う
方
法
は
そ
の
後
必
ず
し

も
十
分
に
理
解
さ
れ
'
個
々
の
研
究
に
反
映
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
三
〇
年
の
歳
月
を
経
て
出
版
さ
れ
た
本
書
は
'
こ
の
伝
統
を
垂

ら
せ
つ
つ
l
 
'
欧
米
と
り
わ
け
イ
ギ
-
ス
に
お
け
る
新
し
い
研
究
動
向
を
問

題
意
識
や
内
容
に
反
映
さ
せ
た
学
史
研
究
の
ニ
ュ
ー
・
ウ
ェ
イ
ヴ
を
代
表

す
る
論
文
集
で
あ
る
。
自
由
貿
易
と
保
護
主
義
と
い
う
「
長
い
歴
史
を

も
」
ち
つ
つ
も
き
わ
め
て
今
日
的
な
課
題
を
'
「
イ
ギ
-
ス
ー
七
世
紀
に

お
け
る
そ
ね
形
成
期
か
ら
第
1
次
世
界
大
戦
の
勃
発
期
ま
で
を
対
象
と
し

て
'
歴
史
的
に
再
考
」
(
…
E
j
頁
)
す
る
こ
と
が
、
編
者
の
説
明
す
る
本
書
の

目
的
で
あ
る
。
本
書
全
体
を
貫
く
赤
い
糸
は
、
主
に
理
論
史
研
究
に
よ
っ

て
打
ち
立
て
ら
れ
た
重
商
主
義
と
古
典
派
の
ポ
-
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ

ー
に
対
す
る
堅
固
な
通
説
的
見
解
と
い
う
岩
盤
に
'
政
策
思
想
史
的
な
ケ

ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
に
よ
っ
て
ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
込
む
作
業
に
例
え
る
こ
と
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長方形




